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トークセッション「アクティビティ」人紹介

民間と行政が一緒にやるから一緒に公共空間を使い倒そうという方向
性に変わってきている。そこで、行政は規制緩和、民間は責任を！

蒲郡の人たちで作っていく可能性が感じられた！何もなかった場所に
クリエイティブな人たちが場所を作っていくまちづくりは10年前で
はなかった。

蒲郡市はポテンシャルがすごい！ほっとしたりゆっくりとした時間を楽しめるのが蒲郡！
楽しい、楽しいが集まってパズルビジネスが生まれたら、多くの人が注目して足を運ん
でくれて喜んでくれる場所ができると思う。蒲郡には、もったいないと思う場所が多く
ある！多くの人とコラボして楽しいことを東港でやっていきたい！

湘南から蒲郡に越してきて、若者達が活躍できる場所を作ろうということで、
グランピング事業に着手している。

自分のフィールドは海だが、やっていて感じるのは子供達の自然離れを感じる。情報過
多で経験不足の子が多い。自然の中で遊び、自分の知らないことを自分の五感をフル活
用して吸収していく光景を見ていると東港地区にそのような場ができたらいいなと思う。

蒲郡の西浦町でSUPのマリンアクテビティを中心としたクルージングツアー
などを行っている。

蒲郡の代表的なものは織物だが、実際のところ蒲郡ではほとんど作れ
なくなってしまっている。蒲郡外で作って販売を行っている状況に
なってしまっている。

SDGsやサーキュラーなどに対して、繊維の会社では会社の駐車場で年に2回マルシェ
を開いている。そこで、会社の廃棄されるものを再利用して販売や小物を作るワーク
ショップなどを行っている。

クリエイティブな力で蒲郡を楽しく盛り上げていきたいと思い団体を立ち上げ、クリ
エイティブな仕事をしている人たちが学生さんに紹介をするイベントを行なった。
クリエイター達が集まり、何か作れる場所が東港にできれば良い！

６年間テレビC Mやウェブ動画の編集を名古屋の方でやっていたが今は、蒲郡でク
リエイティブ全般の仕事をしている。

決められたことを実現していくのではなく、みなさんのやりたいことを行政と実
現していくことが豊かだと思う。そのような街に人は集まり、色々なものが活性
化していくのではないか！みなさんで集まって話し合っていく場を作って行けた
らいいなと思う！まずは3月4日のナイトマーケットから！

世界で一番豊かだと言われている北欧の国はデジタル化などにより無駄な時
間を少なく、働く時間を少なくしもっと楽しく遊ぶことなどの自分の時間を
大事にしている。そこで豊かさとはなんなのかがこれから大切である。

それぞれの人を応援できる中間支援組織を作っていくことが重要！
それらをとにかく楽しく作っていくこと！

全部の部局が連携する場所と関係者も乗っかってくるプラットフォームを持つ
ことが重要である。１つになった意見交換の場所が持つことができるのか。
１つのビックビジョンを共有しそこにそれぞれが向かって頑張っていることが
重要！

問題意識としては、同級生の人たちが外に出ていってしまっている。それは、街に何も
なく誇りを持たずに育ってしまったことが原因なのだと思う。それぞれの立場をとっぱ
らって得意を持ち寄り、作品を作っていくことを蒲郡でやりたい。アートを知ってもら
う場所が欲しい。

蒲郡でMIKAWA ART CENTERという名前で市民が現代アートに触れる
場づくりをしている。

蒲郡市は夢が叶うところだなと思った！人は愛があって温かい人！義務教育の段階でア
イデアや発想、蒲郡市の面白さや人の良さがわかる授業を取り入れると蒲郡市のいいと
ころを見つけることができるのではないか。

元々英会話教室をやっており、英会話以外に体験型教育も目指していた。蒲郡の町を好
きになりたいと思い俯瞰して見てみると、山や海・無人島もあり災害が少なく気候も良い、
すごい面白いまちで、いいところが見えてきた。

若い人は文化や誇りがないと外に出ていき帰ってこない。だからこそ、子供達が誇りを持っ
て住み続けられる文化がとても大切でありそれが街を誇りにしていく。
文化をもう一度見直して、新しいものを作るのではなく整えていくことが大切だと思う。

蒲郡らしいものがあり、何かをやりたくなるものを作る。それは、お金をかけるので
はなく、整えることが重要！そして、文化として残っていくもの、ずっと続いていく
ものが必要である。蒲郡の中で1人1人が自立して美味しいものを食べて長寿のまち
を目指してくれたら良い！
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